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令和５年第２８回住田町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

                      令和５年６月９日（金）午前１０時開議 

日程第 １ 報告第１号  

      令和４年度繰越明許費繰越計算書の報告について 

日程第 ２ 承認第１号  

      令和４年度住田町一般会計補正予算（第７号）の専決処分に関し承認を求めるこ 

      とについて 

日程第 ３ 承認第２号  

      住田町税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて 

日程第 ４ 承認第３号  

      住田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求める 

      ことについて 

日程第 ５ 承認第４号  

      令和５年度住田町一般会計補正予算（第１号）の専決処分に関し承認を求めるこ 

      とについて 

日程第 ６ 議案第１号  

      住田町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議案第２号  

      子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議案第３号  

      住田町ひとり親家庭医療費給付条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議案第４号  

      令和５年度住田町一般会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議案第５号  

      滝観洞観光センター受付棟新築工事の請負契約の締結に関し議決を求めることに 

      ついて 

日程第１１ 議案第６号  
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      財産の取得に関し議決を求めることについて 

日程第１２ 議案第７号  

      財産の取得に関し議決を求めることについて 

日程第１３ 議案第８号  

      町営住宅建物明渡し及び町営住宅使用料相当損害金の支払いを求める訴えの提起 

      に関し議決を求めることについて 

日程第１４ 議案第９号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第１５ 議案第１０号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第１６ 議案第１１号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第１７ 議案第１２号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第１８ 議案第１３号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第１９ 議案第１４号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第２０ 議案第１５号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第２１ 議案第１６号  

      住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 

日程第２２ 議案第１７号  

      住田町固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて 

日程第２３ 請願審査報告  

      請願第１号 

      マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹底を求める請願 

日程第２４ 議員派遣の件 

 

──────────────────────────────────────────── 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（瀧本正德君） おはようございます。ただいまの出席議員は１１人です。定足数に達

していますので、会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 報告第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１、報告第１号 令和４年度繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。 

  報告の朗読を省略して、報告の内容について説明を求めます。 

  企画財政課長、佐々木淳一君。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 報告第１号 令和４年度繰越明許費繰越計算書を別紙のと

おり調整いたしましたので御報告いたします。 

  一般会計、２款総務費、１項総務管理費は、税外納付書様式変更事業に関わるもので、繰

越額は１１０万５，０００円。財源は全て一般財源であります。 

  ７款商工費、１項商工費は住田町中小企業等エネルギーコスト節減対策費補助事業に関わ

るもので、繰越額は２，０００万円。未収入特定財源として、国県支出金２，０００万円で

あります。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これで、報告第１号 令和４年度繰越明許費繰越計算書の報告についてを終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第２ 承認第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第２、承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第７号）

の専決処分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第７号）

の専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回、専決処分した補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ８，５６５万３，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５０億７，９７９万７，０００円とした

ものであります。 

  初めに、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は１１ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の

２歳入を御覧ください。 

  １款町税、２款地方譲与税、３款利子割交付金、４款配当割交付金、５款株式等譲渡所得

割交付金、６款法人事業税交付金、７款地方消費税交付金、８款環境性能割交付金、１０款

地方交付税、１１款交通安全対策特別交付金の増額または減額については、それぞれの額の

確定によるものであります。 

  １４款国庫支出金６万３，０００円の減は、国民年金事務費交付金３９万９，０００円の

減が主なものであります。 

  １５款県支出金８２０万８，０００円の減は、いわて子育て世帯臨時特別支援金給付事業

費補助金４０２万１，０００円の減が主なものであります。 

  １６款財産収入１０６万１，０００円の増は、土地貸付料及び建物貸付料の増によるもの

であります。 

  １７款寄附金５５０万３，０００円の増は、指定寄附金５３８万４，０００円の増が主な

ものであります。 

  １８款繰入金３，４９３万１，０００円の減は、住田町まちづくり応援基金繰入金２，５

９６万３，０００円の減が主なものであります。 

  ２０款諸収入１，５８３万９，０００円の増は、岩手県後期高齢者医療広域連合療養給付

費負担金返還金９０２万円の増が主なものであります。 
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  ２１款町債１，２７０万円の減は、過疎地域持続的発展９４０万円の減が主なものであり

ます。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ５ページをお開き願います。なお、詳細は１６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の

３歳出を御覧ください。 

  ２款総務費３，３７３万６，０００円の減は、住民活動支援交付金２，５９６万４，００

０円の減が主なものであります。 

  ３款民生費２，０５５万４，０００円の減は、後期高齢者医療特別会計繰出金５１２万５，

０００円の減が主なものであります。 

  ４款衛生費５６５万８，０００円の減は、保健医療介護連携体制構築事業費補助金２３７

万６，０００円の減が主なものであります。 

  ６款農林業費１，２３７万５，０００円の減は、森林環境保全直接支援事業委託料の減が

主なものであります。 

  ７款商工費１，８２６万４，０００円の減は、住田町原油価格物価高騰緊急経済対策支援

金１，６６５万円の減が主なものであります。 

  ８款土木費１，０３９万９，０００円の減は、橋梁補修工事費の減が主なものであります。 

  ９款消防費６９２万円の減は、避難所運営補助業務委託料の減が主なものであります。 

  １０款教育費６３８万６，０００円の減は、中学生海外派遣事業費補助金９０万円の減が

主なものであります。 

  １３款諸支出金１億９，９５９万６，０００円の増は、減債基金積立金２億円の計上が主

なものであります。 

  １４款予備費３４万９，０００円の増は、予算調整によるものであります。 

  次に、地方債の補正を第２表により御説明いたします。 

  ７ページをお開き願います。 

  今回の補正は変更であります。町道改良等事業は３０万円を減額し、５，２８０万円に、

橋梁補修事業は２３０万円を減額し、９８０万円に、消防団車両整備事業は２０万円を減額

し、１，６４０万円に、通信指令設備更新事業は５０万円を減額し、３６０万円に、過疎地

域持続的発展事業は９４０万円を減額し、５，０７０万円にしたもので、起債の方法、利率、

償還の方法については補正前と同じであります。 

  以上、令和４年度住田町一般会計補正予算（第７号）は緊急を要するため、議会を招集す
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る時間的余裕がなかったことから、令和５年３月３１日に地方自治法第１７９条第１項の規

定により専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） おはようございます。 

  ３点、伺います。初めに１７ページ、６目企画費の１８節分担金補助及び交付金の中の婚

活支援金１２万５，０００円について伺います。たしか私の記憶では、今年度予算、令和５

年度予算ですね。あれでも１２万５，０００円だったように記憶しております。ということ

は、昨年度、使われなかったのかどうか、活用されなかったのかということについて伺いた

いと思います。 

  それから２点目、１９ページ、５目交通対策費の１２節委託料、コミュニティーバス運行

委託料１０１万１，０００円の減について伺います。これ減額するぐらいならということで

伺いたいんですが、コミュニティーバス、これは小中高の学生の通学とか一般の方の通勤、

それから用足し、通院、買物、そういうものに使われていると思いますが、免許を返納した

高齢者が買物に行こうとコミュニティーバスを利用したところ、バス停の時刻表が読み取れ

なかったということがあったようです。単にバスを運行している、コミュニティーバスを運

行してるだけでいいのかというふうに疑問を持ちました。その点、改善されているのか伺い

たいと思います。 

  それから３点目、２４ページ、１０款教育費、２項小学校費、１目学校管理費の１２節委

託料の中のスクールバス臨時運行委託料について伺います。上のほうにスクールバス運行委

託料というのもあるんですが、具体的にどんなものなのか。これらの影響を受けていろいろ

なものが減額になったのかどうか。そのような点を伺いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 私のほうからは、１項目め、婚活支援金の件につきまして

お答えいたします。 

  荻原議員おっしゃるとおり、令和４年度におきましては申請件数が１件もなかったことか

ら、交付実績はございませんでした。それによりまして、全額を減額ということで計上させ
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ていただいたものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 私のほうからは２点目のコミュニティーバスの件についてお

答えいたします。 

  議員おっしゃるとおりの御指摘を受けたことはあるのは事実でございます。時刻表に関し

ましては定期的に張り替えをしているものでございますけれども、今後、高齢者をはじめと

した利用者が利用しやすいように、またバスの利用が促進されるようなバスの利用について、

広報活動等を検討してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長、多田裕一君。 

○教育次長（多田裕一君） 私のほうからは委託料の減額について御説明を申し上げます。 

  この委託料に関しましては、スクールバスの臨時運行委託料、ダニ駆除業務委託料、漏水

調査委託料、合わせまして１０６万円の減額となっております。 

  御質問の臨時運行の具体例でございますけれども、通常の学校行事ではない運動及び文化

関連の大会への参加、それから芸術鑑賞会への参加の際のスクールバスの運行委託料という

ことになっております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） では、１点目について伺いたいと思います。 

  この婚活支援金ですけども、県の「ｉ－サポ」と大船渡相談センター、これ住田町と大船

渡市でいろいろとやっていると思うんですが、これ１人の方が両方利用できるように、町の

入会金みたいなものを両方補助を受けられるようになっているというふうに思うんですが、

このことの周知が足りなかったのではないか、そういうふうに思うんですが、いかがでしょ

うか。 

  また、加えて、年齢制限というのがあるのかないのか。何か年齢制限というのが引っかか

って、頭にあって、それで入会をちょっとためらってしまうことがあるんじゃないかと思う

んですが、その辺について伺いたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 荻原議員の質問にお答えいたします。 
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  まず１点目の制度の周知についてでございます。議員おっしゃるとおり、「ｉ－サポ岩手」

と大船渡市の結婚相談支援センターにつきましては、両方の登録料につきまして補助を行っ

ているものでございます。そちらの周知につきましては広報等でまだ載せていないところで

はございますが、改正しましたのが３月に改正したものでございまして、今後、周知を図っ

ていきたいと思います。 

  なお、「ｉ－サポ岩手」のほうにつきましては、ホームページのほうに各市町村ごとの助

成が受けられますよという周知が行われておるところであります。また、大船渡のほうにつ

いてはそういった周知がなされておりませんので、大船渡市のほうで出張相談として農林会

館等で行われるときもありますので、そういった機会を通じて、周知のほう図っていきたい

というふうに考えているところでございます。 

  ２点目の年齢制限につきましてお答えいたします。「ｉ－サポ岩手」のほうにつきまして

は２０歳以上、大船渡結婚相談支援センターにつきましては１８歳以上の方が登録できると

いう制度になってございます。なお、両者とも年齢制限ということはございませんので、上

限の設定はないというところを確認しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） その年齢制限の上限がないというところがもう少し周知徹底しておれ

ば、またやってみようかなという人がいるんじゃないかというふうに私は常々思っておりま

した。 

  それから３点目として、これは質問というんではないんですが、１２万５，０００円って

あんまり大きな額ではないのかもしれないけれども、ここが少子化対策の肝なんじゃないか

なというふうに私は思っております。めげずに考え続けてほしいと、そういうふうに思いま

す。これは要望でございます。 

  それから２点目について、今度は伺いたいと思います。コミュニティーバスのことですね。

これについて改善されているということですが、各バス停の点検を、１か所、２か所、そう

いうところがあったということだと思うんですけども、各バス停の点検もこれからお願いし

たいと思います。これも細かいことだけれども、それほどお金のかかることでもないので、

持続可能なまちづくりのためにも改善してほしい、点検もしてほしいということですが、い

かがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 町民生活課長。 
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○町民生活課長（鈴木絹子君） バス停の時刻表の部分でございますけれども、大分老朽化し

ている部分もあるのは承知しているところでございますので、できる限りのことはしてまい

りたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） それから３点目についてですけども、この臨時運行について、どのぐ

らいの額だということが示されていなかったもんですから、その辺とコロナの影響とかがあ

ったのかなというような点について、再度、伺いたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） 臨時運行の減額の額につきましては３６万円でございます。 

  それからコロナの影響でございますけれども、一昨年、令和２年、令和３年に比べれば減

ってはおりますけれども、令和４年度にもコロナの影響等はございました。特に文化関連の

大会では、大会が中止になったりした経緯がございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ７番、阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） ２点、お伺いいたします。 

  最初は、１１ページの２款森林環境譲与税が１，０９４万円、年度末になって増額になっ

ておるわけですが、支出のほうを見ますと、特に年度末ですので計画はありませんが、１，

０００万円という大きな額ですが、今後この環境税をどのように利用していく考えかをお伺

いいたします。 

  ２点目は２２ページです。商工費の中の７款、１項、２目、１８節の負担金補助金及び交

付金の住田町原油価格物価高騰対策経済対策支援金ですね。これが２，５００万円の予算を

取っておりましたが、８３５万円でなったということで、１，６６５万円という大きな減額

になっているわけですが、かなり事業者にとっては望まれた事業だったのではないかなと思

うんですが、なぜこのくらいの実績だったのか。その内容、取組状況をお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長、佐々木暁文君。 

○林政課長（佐々木暁文君） 私のほうからは森林環境譲与税の関係、お答えをいたします。 

  令和４年度の森林環境譲与税につきましては４，０００万円ほどということで、譲与がな

されたところでございます。そういった中で、歳出の部分、充当先につきましては、主に私
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有林の整備促進という観点から、森林経営管理制度推進事業ということで航空レーザー測量

ですとか、あるいは森林所有者の意向調査とか、そういった事業等々に充当をさせていただ

いているところでございます。このあたりが約２，８００万円という形になっておるもので

ございます。合わせまして、本町、ＦＳＣの森林整備事業ということで補助金を出してござ

います。そのあたりにつきましても、約７００万円譲与税を充当させていただいておるとこ

ろでございます。あるいは林道等の管理の部分で整備費用等々にも充当をさせていただいて

おるというところでございます。 

  今後の譲与税の活用でございますが、やはり私有林の整備促進という部分について重点的

に配分をしていきたいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長、菊田賢一君。 

○農政課長（菊田賢一君） 私のほうからは２点目、原油価格物価高騰緊急経済対策事業支援

金の１，６００万円ほどの減額について御説明をいたします。 

  昨年１１月から取り組んだわけですが、全体的には６４件の申請がございます。そのうち

商工業者は４６件、農業者につきましては１８件の申請があったわけです。総額で８３５万

円ということになりまして、当初の見込みの部分となかなか相違があったのかなと考えてお

ります。実績による減額ということになっております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 森林環境譲与税ですが、様々な使われ方をしているわけですが、ＦＳ

Ｃや私有林に、町有林等に、航空レーザーとかあるわけですが、今、当町でも一番問題にな

っているのはやっぱり鳥獣害被害とか担い手対策不足とかがあるわけですが、そういう方面

への利用は考えられないのかについてお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 当然、担い手対策、あるいは鳥獣害被害対策の関係にも森林環

境譲与税につきましては充当ができる形になっているところでございます。そういった中で、

現在のところは財源も限られておりますので、私有林整備の部分に優先的に充当しておると

いう中身でございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 阿部祐一君。 
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○７番（阿部祐一君） 分かりました。 

  それでは２点目のほうですが、実績が６４件と示されたわけですが、この点について、事

業者も頑張っているわけですので、申請の段階で一生懸命頑張ってるところを基準に到達し

なかったという例もあるのかなとは思うんですが、その辺の基準が、売上げが何％減額した

とかっていろんな基準があったわけですが、その辺の基準の取り方にもう少しあれば、もう

少しいろんな支援があったのかなと思いますが、その基準の取り方についてはどのように捉

えておりますか。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（菊田賢一君） 昨年度申請があった部分でございますが、全体的には６５件の申

請があったわけですが、１件、審査の結果、交付決定に至らなかった部分もございます。要

綱に精査した上で交付をしていると捉えております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） ２点、お伺いいたします。 

  １１ページの２款、今、７番議員のほうも質問しました森林環境譲与税に関わってお尋ね

をいたします。１，０００万円増額になって４，０００万円ということで、３年ごとの見直

しがあるわけですが、この金額は徐々に増えていくというふうに捉えておりますけども、い

ずれ私有林の整備に主に充当していきたいということでした。そこでこの活用方法というの

もいろいろあるわけですが、私が以前から提案をさせていただいておりますその専任職員の

配置によって私有林の再造林が進むかどうかというのは、やっぱり採算が合うか、収支が合

うかというところだと思うんですね。秋田県の造林マイスターのことも取り上げさせてもら

ったんですが、いずれそういう収支まで提案をできる、そういう専任の職員の方がいると、

もっと進んでいくというふうに考えます。この辺のところの専任職員の配置であるとか、あ

るいは再造林への補助金ですね。町単独で、国とか県とかではないんだけども、町ではこの

部分についてはしますと。例えば、今まで畑とか田んぼであった山奥のところに植林がなさ

れましたよね。そういうところっていうのは、なかなか国とか県のその補助金をつきにくい

というふうに聞いております。そういうところは、例えば町の単独の補助金をつけて再造林

まで持っていくとか、そういうふうな方法もあるかと思いますが、いかがでしょうか。 

  それから２点目のほうは、２０ページの４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務
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費の１８節保健医療介護連携体制構築事業費補助金についてでございます。大体１，１００

万円ということで、令和３年度の決算見ましても大体１，１００万円というふうになってお

ります。そうしますと、大体この訪問看護の「すみちゃん」の事業が主だったところなわけ

ですが、順調に軌道に乗って進んでいるというふうに理解してよろしいのでしょうか。 

  以上、２点お願いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 私のほうからは１点目の森林環境譲与税の関係についてお答え

をさせていただきます。 

  初めに、森林環境譲与税の今後の推移の部分をちょっとお話させていただきますと、令和

４年度は４，０００万円ほどの譲与がなされたと。令和５年度につきましても、令和４年度

と同額、約４，０００万円の配分を見込んでいるところでございます。令和６年度以降につ

きましては、令和５年度との比較で２割程度の増額、金額にいたしまして４，８００万円程

度の配分を見込んでいるものでございます。それ以降の年度につきましても、同額程度の配

分がなされるのかなというふうに試算をしているところでございます。 

  そういった中で、森林環境譲与税の活用についてというところで、造林マイスターを含め

た中で専門職員の配置を検討してはどうかというところでございますが、町有林の経営管理

ですとか、あるいは私有林の整備促進に当たっては、専門的な知見に基づく発想ですとか、

あるいは中長期的な視点での取組というのが必要になってくるのかなと思っております。そ

ういった中で、専門性を持ち合わせた職員配置というものは大変有益なんだろうなというふ

うに捉えているところでございます。特にも、昨今の私有林整備に当たっては後継者等が不

足してございます。そういった中で未造林地が増えるなど、山への関心が薄れている状況に

もあるのかなというふうに捉えております。それら課題解決に向けた取組というのを強化し

ていく必要があるんだろうなというふうに感じているところでございます。 

  これらの課題解決に向けましては、全国的にも森林経営管理制度の推進が図られていると

ころでございます。森林所有者への適切な情報提供ですとか、あるいは森林所有者と林業経

営体とのマッチング、さらには林業経営体の事業拡大の支援等々、取組が多岐にわたること

が想定されますので、林業分野に特化した形での専門職員の配置というのは十分検討に値す

るのかなというふうに捉えているところでございます。 

  もう１点、再造林に対する補助金というお話でございました。本町の場合は既に、ＦＳＣ

の関係で再造林に対します補助金を実施しているところでございます。そういったところの
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整合性がどうなるのかなという部分がございますので、そういったところも含めて、今後、

検討してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの保健医療介護連携体制構築事業補助金についての

御質問についてお答えいたします。 

  訪問看護ステーションの部分が軌道に乗っているかというようなお話ですが、現在のとこ

ろ軌道に乗って運営をしていただいているというふうに町のほうで捉えているところです。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） それでは、森林環境譲与税の活用方法について、再度質問させていた

だきます。 

  専門職員の配置については有益に考えるということで、森林を育てて伐採まで持っていく

のに、まず３０年とか４０年、５０年かかるスパンの長いものですから、やはり職員の皆さ

んは二、三年で、どうしても課を替わざるを得ないということになりますと、専門的な知識

を持った方がそこにずっといていただいて、その計画的なところも含めて指導していただく

ということが重要なんだと思います。ぜひこの専任職員の配置については、検討を前向きに

早期にやっていただきたいと。 

  それから、一つは今まで話にも出ていた山助隊ですね。これも森林整備に関わってくるわ

けですが、未利用間伐材、捨て間伐材であるとか、そういうものの活用の仕方ということで

山助隊のその構想があったわけです。なかなか現在までこの計画がスタートしていない。関

係者のお話を聞きますと、やっぱりそれぞれが事業として成り立つかということなんですよ

ね。結果的に、これ自伐型林業とかで自分の山の捨て間伐をやったものを収集をしてきて、

軽トラに１台積んで、そこのカンカンに持っていって、１台幾らと、１台例えば３，０００

円というとかそういうことなんですが、いずれそうしますと、売るほう、例えば日本製鉄さ

んの火力発電のほうに持っていっても、トング大体５，０００円なんですね。そうしますと、

そこにｶｲｾﾞｲする、例えば市民組合さんとでも、なかなかペイしないと。ですから、そうい

うペイしないところに森林環境譲与税を充てていくと。そうすると、山助隊の事業も回って

いくというふうに、私、考えるんですね。ぜひ、この山助隊も動かせるような仕組みづくり

をもう一度、考えていただきたいなというふうに思います。 
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○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 山助隊の関係でございます。山助隊の制度設計に当たりまして

は、原則といたしましては、林地残材を収集される方と、あとそれを買い受ける方、ここで

いいますと、森林組合等々が想定されるのかなと思いますが、お互いに相対する中で、互い

にメリットを見いだせなければ、なかなか事業展開というのは難しいんだろうなというのは

そのとおりなのかなというふうに思っております。そういった中で、買取価格にあってもそ

こで完結するような仕組みづくりができれば一番いいのかなというふうには捉えているとこ

ろでございます。 

  一方で、森林組合が林地残材を収集した後、釜石のほうに運送するわけでございますけど

も、その輸送コストというのが当初よりも割高になってきているというような情報等々も寄

せられているところでございます。そういった中で、制度の在り方について改めて検討して

いきたいと考えている中で、そういった村上議員からの御提言につきましても検討の中に加

えていきたいというふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） 森林環境譲与税の活用方法につきましては、いろいろ提案もさせてい

ただきました。よろしく今後のことをお願いいたします。 

  ２点目のほうの保健医療のほうの訪問看護の「すみちゃん」の件ですが、大体軌道には乗

ってきているということですが、今後の課題とか事業展開はどのような形で考えているのか、

お尋ねいたします。 

○議長（瀧本正德君） 質問、それから答弁者に話しておきますが、簡潔明瞭にお願いしたい

というふうに思います。よろしくお願いします。 

  保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 訪問看護ステーションの今後の課題等の部分につきましてで

すけども、課題等についてやはり利用者の確保という部分が大きな課題になろうかというふ

うには捉えているところです。 

  今後の事業展開につきましては、町内のみならず、近隣市の部分にサテライト事業所を設

置するとか、そういう部分を含めながら検討を今、進めていると聞いておりますので、そう

いう形で進んでいくというふうに、町としては捉えているところです。 

  以上です。 
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○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 令和４年度の一般会計の決算に向けた調整の補正予算ということで、

気になった部分があるんで、１点だけ確認させていただきます。１７ページです。 

  ２款総務費のうちの６目の企画費、節では１８節に住民活動支援交付金があります。規定

額が２，６０５万９，０００円でありますが、支出済み額が９万５，０００円ということで、

これでいくと、不用額が２，５９６万４，０００円となる見込みになるのではないかと解釈

しました。住民活動団体は町の活性化にとっては極めて大切な活動交付金であります。この

ようにわずかな支出に至った要因は何か、お聞きします。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 佐々木議員の質問にお答えさせていただきます。 

  住民活動支援交付金の減額が大きいという点についてお答えさせていただきます。こちら

につきましては、ふるさと納税のほうでその住民活動団体を支援したいということで寄附を

いただいた方々の寄附金額の９５％、その住民団体のほうに交付しているものでございます。

例えば令和３年度に寄附金を受け付けた場合、令和４年度に、団体に対しまして寄附があり

ましたので、このくらいの活動支援金が交付できますよということで、内示を行っていると

ころでございます。その後、その団体がそのお金を使いましていろんな活動をしたいという

計画書を添えて申請をいただいて交付するという仕組みをつくっておりますが、その内示額

のほうが既定額のほうになっておりまして、令和４年度におきまして、申請があった団体が

１団体のみということでしたので、その額を交付しまして、その後、そのほかの額につきま

しては今年度に繰越しのような形をしまして、さらなる令和４年度の寄附金があれば、それ

を足した中でまた内示をして住民活動団体のほうに周知していく予定としているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 住民団体の希望が少なかったというふうに承ったわけでありますが、

いずれ対象団体、あるいは有効な活用について、組織に頼らず、当局も有効に活用して、町

の活性化のために予算を有効活用できるように支援をしながら、このように大きな不用額に

ならないように対応を考えてほしい。そのことを申し上げて、質問終わります。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第７号）の専決処分に関し

承認を求めることについてを採決します。 

  承認第１号は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第７号）の専決処分に関

し承認を求めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 承認第２号 

○議長（瀧本正德君） 日程第３、承認第２号 住田町税条例の一部を改正する条例の専決処

分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  税務課長、高萩政之君。 

○税務課長（高萩政之君） 承認第２号 住田町税条例の一部を改正する条例の専決処分に関

し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回の改正は、地方税法等の一部を改正する法律が令和５年４月１日に施行されたことに

伴い、住田町税条例の一部を専決処分により改正したものであります。 

  改正条文に沿って御説明いたします。 

  １ページ目を御覧ください。 

  第４６条から第５０条第１項までは、地方税共通納税システムの運用開始に伴い、個人の
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町民税の給与所得に係る特別徴収、または法人の町民税の申告納付により納入する際の納入

書等の様式が新設されたことに伴う改正であります。 

  ２ページ目を御覧ください。 

  第５０条、第２項は、条文の整理による改正であります。 

  第９８条及び３ページ目にかけての第１０１条は、地方税共通納税システムの運用開始に

伴い、たばこ税を納入する際の納付書の様式が新設されたことに伴う改正であります。 

  ３ページ目を御覧ください。 

  附則第８条は、肉用牛の売却による事業所得に係る町民税の課税の特例が令和９年度まで

延長されたことに伴う改正であります。附則第１０条は、地方税法附則第６４条を削除する

改正が令和５年４月１日に施行されたことに伴う改正であります。附則第１０条の２、第３

項から４ページ目の第１６項までは、地方税法の改正による項のずれに伴う改正であります。 

  ４ページ目を御覧ください。 

  同条第１７項の改正は、改正前の地方税法附則第６４条に基づく割合の規定を削除し、大

規模の修繕等が行われたマンションに対する税額の減額措置に係る、いわゆるわがまち特例

の割合を地方税法において参酌すべき割合としている３分の１とし、附則第１０条の３、第

１２項は、その減額措置を受けようとする者がすべき申告について規定するものであります。 

  ５ページ目を御覧ください。 

  同条第１３項は、地方税法施行規則の改正による項のずれに伴う改正であります。 

  改正前の附則第１５条の２及び附則第１５条の６、第３項の削除は、地方税法における軽

自動車税の環境性能割の臨時的軽減措置に係る規定が削除されたことに伴う改正であります。

これに伴い、改正前の附則第１５条の２の２を第１５条の２に改めるものであります。 

  ６ページ目を御覧ください。 

  附則第１６条は、軽自動車税の種別割に係る、いわゆるグリーン化特例について定めたも

のであります。第１項は、改正前の第３項から第６項までを削除したことによる項のずれに

伴う改正であります。第２項は、電気自動車等に対する７５％軽減の特例の規定を改正前の

第５項及び第６項と統合し、３年間延長されたことに伴う改正であります。改正前の第３項

及び第４項の削除は、令和３年度分までの臨時的軽減措置に係る規定が削除されたことに伴

う改正であります。 

  ７ページ目を御覧ください。 

  第３項は、環境性能基準を満たす営業用乗用のガソリン軽自動車に対する５０％軽減の特
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例の規定が３年間延長されたことに伴う改正であります。 

  ８ページ目を御覧ください。 

  同条第４項は、環境性能基準を満たす営業用乗用のガソリン軽自動車に対する２５％軽減

の特例の規定が２年間延長されたことに伴う改正であります。附則第１６条の２は、附則第

１６条の改正による項のずれに伴う改正であります。附則第１７条の２は、優良住宅地の造

成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例の適用期限が

令和８年度まで延長されたことに伴う改正であります。 

  ９ページ目を御覧ください。 

  改正条例附則第１条は施行期日を定めるもので、令和５年４月１日から適用するものであ

ります。改正条例附則第２条及び第３条は、経過措置を定めるものであります。 

  以上、住田町税条例の一部を改正する条例は、緊急を要するため、議会を招集する時間的

余裕がなかったことから、令和５年３月３１日に、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、承認第２号 住田町税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求め

ることについてを採決します。 

  承認第２号は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第２号 住田町税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求
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めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 承認第３号 

○議長（瀧本正德君） 日程第４、承認第３号 住田町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の専決処分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  税務課長。 

○税務課長（高萩政之君） 承認第３号 住田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回の改正は、地方税法施行令等の一部を改正する政令が令和５年４月１日に施行された

ことに伴い、住田町健康保険税条例の一部を専決処分により改正したものであります。 

  改正条文に沿って御説明いたします。 

  １ページ目を御覧ください。 

  第２条、第３項及び第２３条、第１項本文は、国民健康保険税の後期高齢者支援金等課税

額の課税上限額が２０万円から２２万円に引き上げられたことに伴う改正であります。 

  第２３条、第１項、第２号は、保険税を５割軽減する基準について、被保険者等の数に乗

ずべき金額が２８万５，０００円から２９万円に引き上げられたことに伴う改正であります。 

  ２ページ目にかけての同条同項第３号は、保険税を２割軽減する基準について、被保険者

等の数に乗ずべき金額が５２万円から５３万５，０００円に引き上げられたことに伴う改正

であります。 

  ２ページ目を御覧ください。 

  第２３条の２は、条文の適用の整理による改正であります。 

  第２４条の２、第２項は、特例対象被保険者等に係る申告において納税義務者が提示する

書類を明示するための改正であります。 

  ５ページ目にかけての附則は条文の適用の整理による改正であります。 

  ６ページ目を御覧ください。 

  改正条例附則第１項は施行期日を定めるもので、令和５年４月１日から施行するものです。

同じく第２項は、経過措置を定めるものであります。 
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  以上、住田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、緊急を要するため、議会を招

集する時間的余裕がなかったことから、令和５年３月３１日に地方自治法第１７９条第１項

の規定により専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、承認第３号 住田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関

し承認を求めることについてを採決します。 

  承認第３号は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第３号 住田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に

関し承認を求めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 承認第４号 

○議長（瀧本正德君） 日程第５、承認第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第１号）

の専決処分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 承認第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第１号）
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の専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回、専決処分した補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１７６万１，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５０億３，６７６万１，０００円としたもの

であります。 

  それでは、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２

歳入を御覧ください。 

  １４款国庫支出金１７６万１，０００円の増は、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

補助金の計上によるものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の３

歳出を御覧ください。 

  ３款民生費１７６万６，０００円の増は、低所得子育て世帯生活支援特別給付金の計上が

主なものであります。 

  １４款予備費５，０００円の減は、予算調整によるものであります。 

  以上、令和５年度住田町一般会計補正予算（第１号）は、緊急を要するため、議会を招集

する時間的余裕がなかったことから、令和５年５月８日に地方自治法第１７９条第１項の規

定により専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 
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  これから、承認第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第１号）の専決処分に関し

承認を求めることについてを採決します。 

  承認第４号は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第１号）の専決処分に関

し承認を求めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第６、議案第１号 住田町税条例の一部を改正する条例を議題と

します。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  税務課長。 

○税務課長（高萩政之君） 議案第１号 住田町税条例の一部を改正する条例について御説明

いたします。 

  今回の改正は、地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、住田町税条例

の一部を改正する必要が生じたことから、改正しようとするものであります。 

  改正条文に沿って御説明いたします。 

  １ページ目を御覧ください。 

  第３４条の９、第２項の改正は、森林環境税の導入に伴い、個人の町民税に係る配当割額

または株式譲渡所得割の控除について規定を整備しようとするものであります。 

  第３６条の３の２は、第２項に、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書の記

載事項を簡略化する規定を追加し、２ページ目にかけての同条第３項から第６項は、この追

加による項のずれに伴う改正であります。 

  ２ページ目を御覧ください。 

  第３８条、第３項の改正は、森林環境税を個人の町民税の均等割に併せて賦課徴収しよう

とするものであります。 

  第４１条の改正は、個人の町民税の納税通知書に記載すべき納付額に森林環境税額を追加
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しようとするものであります。 

  第４４条、第１項の改正は、特別徴収により徴収する給与所得に係る個人の町民税に森林

環境税を含む旨を規定するものであります。 

  ３ページ目を御覧ください。 

  第４４条、第２項から４ページ目にかけての第６項までは、条文の整理に伴う改正であり

ます。 

  ４ページ目を御覧ください。 

  第４７条、第２項は、森林環境税の導入に伴い、給与所得に係る特別徴収税額の過誤納金

の取扱いに関する地方税法の規定が改正されたことに伴う改正であります。 

  ５ページ目にかけての第４７条の２の改正は、特別徴収により徴収する公的年金等の所得

に係る個人の町民税に森林環境税を含む旨を規定しようとするものであります。 

  ５ページ目を御覧ください。 

  第４７条の６は、森林環境税の導入に伴い、年金所得に係る特別徴収税額の過誤納金の取

扱いに関する地方税法の規定が改正されたことに伴う改正であります。 

  ６ページ目を御覧ください。 

  第８２条、第１号、エは、軽自動車税の種別割について、ミニカー区分から３輪以上の特

定小型原付が除外されたことに伴う改正であります。 

  附則第１５条の２及び附則第１６条の２は、軽自動車税の環境性能割種別割について不正

を行った自動車メーカーを納税義務者とみなして、納税不足額を徴収する際に加算する割合

が１００分の１０から１００分の３５に改正されたことに伴う改正であります。 

  改正条例附則第１条は、施行期日を定めるものです。 

  第８２条の改正が本文で規定する令和５年７月１日からの適用、第３６条の３の２の改正

が、第２号に規定する令和７年１月１日からの適用、その他の条項が第１号に規定する令和

６年１月１日からの適用であります。 

  改正条例附則第２条及び第３条は、経過措置を定めるものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） １点だけお伺いします。 
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  森林環境税は森林環境譲与税と密接につながっているわけですが、令和６年度から１人１，

０００円徴収されるということですが、この非課税となる対象者、あるいは免税となる、免

除となる条件というのはどういうものがあるのかお聞きします。 

○議長（瀧本正德君） 税務課長。 

○税務課長（高萩政之君） 森林環境税の規定につきましては、森林環境税及び森林環境譲与

税に関する法律に規定されているところですが、その中では非課税の範囲及び減免について

は、地方税法の規定と同様の内容で定められておりますので、森林環境税と個人の住民税は

同様に非課税または減免となるものでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 村上議員、いいですか。 

  村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） 免除になる要件というのはどういうのがあるんですか。 

○議長（瀧本正德君） 税務課長。 

○税務課長（高萩政之君） 免除になる要件は、自然災害、その他の緊急的な事由によって納

税が困難な場合、そういった場合に免除になるケースがございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） ２ページの３８条の３、森林環境税は当該個人の町民税の均等割を付

加し、及び徴収する場合に併せて賦課し、及び徴収するというふうに書いてありますけども、

これ何ていうんですか、町民税に加えて森林環境税も徴収するというか、増税するというよ

うなことになったというふうに捉えていいんでしょうか。読んでみて、そんなような感じに

思ったんですが。もう少しかみ砕いて説明していただければと思うんですが。 

○議長（瀧本正德君） 税務課長。 

○税務課長（高萩政之君） 初めに、森林環境税の賦課徴収についてですけれども、条文にも

規定してございますとおり、個人の町民税の均等割に併せて賦課徴収するということになっ

ております。ですので、令和６年度からは、従来、納税者の皆様に納税通知書を送付させて

いただいているところですが、そちらには現状、町税、県税の均等割、所得割の税額が記載

されているところ、そこに森林環境税１，０００円という金額が記載されて、普通徴収です

と４期、給与特別徴収ですと１２か月、年金特別徴収ですと６回に期別に分けた税額で納め

ていただくという形になります。 
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  なお、現状、町県民税の均等割の額は６，０００円となっておりますが、このうちの１，

０００円がいわゆる復興特別住民税ということで、町、県それぞれ５００円ずつ、１，００

０円が入っているんですが、こちらは令和５年度までの措置となっておりますので、こちら

が令和６年度にはなくなって、森林環境税の１，０００円が加わるということで、総額６，

０００円には変更がない見込みとなっております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） 何ていうんですか、素人目線で申し訳ないんですが、そうすると、町

民税が１，０００円値上がりになるというような、そういうような感じなんですか。同じな

んで。 

○議長（瀧本正德君） 暫時休憩。 

 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時０９分 

 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１号 住田町税条例の一部を改正する条例を採決します。 

  議案第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１号 住田町税条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され
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ました。 

  ここで暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１０分 

 

再開 午前１１時１８分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第７ 議案第２号 

○議長（瀧本正德君） 日程第７、議案第２号 子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給

付条例の一部を改正する条例を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 議案第２号 子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付

条例の一部を改正する条例について説明いたします。 

  今回の改正は、医療費助成事業において、令和５年８月１日から現物給付の対象を高校生

等の１８歳到達年度末まで拡大しようとすることによる所要の改正をしようとするものです。 

  それでは対照表により説明いたします。 

  第１０条、第３項、給付の方法を、受給者のうち出生の日から１５歳に達する日以後を、

受給者のうち出生の日から１８歳に達する日以後と改正しようとするものです。 

  附則第１項はこの条例の施行を令和５年８月１日からとしようとするものです。第２項は

経過措置を定めているものです。 

  以上、説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第２号 子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付条例の一部を改正

する条例を採決します。 

  議案第２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第２号 子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付条例の一部を改

正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第３号 

○議長（瀧本正德君） 日程第８、議案第３号 住田町ひとり親家庭医療費給付条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 議案第３号 住田町ひとり親家庭医療費給付条例の一部を改

正する条例について説明いたします。 

  今回の改正は、医療費助成事業において、令和５年８月１日から現物給付の対象を高校生

等の１８歳到達年度末まで拡大しようとすることによる所要の改正をしようとするものです。 

  それでは、対照表により説明いたします。 

  第１２条、第３項、医療費の給付方法を、受給者のうち児童で出生の日から１５歳に達す

る日以降を、受給者のうち児童で出生の日から１８歳に達する日以降と改正しようとするも

のです。 
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  附則第１項はこの条例の施行を令和５年８月１日からとしようとするものです。第２項は

経過措置を定めているものです。 

  以上、説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第３号 住田町ひとり親家庭医療費給付条例の一部を改正する条例を採決

します。 

  議案第３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第３号 住田町ひとり親家庭医療費給付条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 議案第４号 

○議長（瀧本正德君） 日程第９、議案第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第２号）

を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 議案第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第２号）

について御説明いたします。 
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  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ７，９２９万５，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５１億１，６０５万６，０００円とするものでありま

す。 

  初めに、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は９ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２

歳入を御覧ください。 

  １４款国庫支出金６，０３６万２，０００円の増は、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金５，９３３万８，０００円の増が主なものであります。 

  １５款県支出金７１万１，０００円の増は、移住支援事業費補助金５３万６，０００円の

増が主なものであります。 

  １８款繰入金２２２万２，０００円の増は、住田町まちづくり応援基金繰入金７８４万２，

０００円の増が主なものであります。 

  ２０款諸収入２５０万円の増は、コミュニティー助成事業助成金２５０万円の計上による

ものであります。 

  ２１款町債１，３５０万円の増は、緊急自然災害防止対策の計上が主なものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ３ページをお開き願います。なお、詳細は１１ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の

３歳出を御覧ください。 

  ２款総務費１，２４５万円の増は、住民活動支援交付金７８４万２，０００円の増が主な

ものであります。 

  ３款民生費２，５４０万１，０００円の増は、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給

付金２，１００万円の計上が主なものであります。 

  ４款衛生費３２１万円の増は、在宅医療等の在り方に関する検討会委員報酬１４５万円の

計上が主なものであります。 

  ７款商工費３，４６９万７，０００円の増は、使って応援住田チケット２０２３発行等業

務委託料の計上が主なものであります。 

  ８款土木費５９万４，０００円の増は、備品購入費の計上が主なものであります。 

  ９款消防費は、財源組替によるものであります。 

  １０款教育費２９４万３，０００円の増は、消耗品費１１０万４，０００円の増が主なも
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のであります。 

  次に、地方債の補正を第２表により御説明いたします。 

  ５ページをお開き願います。 

  今回の補正は追加であります。緊急自然災害防止対策事業１，３１０万円、通信指令設備

更新事業４０万円を追加しようとするもので、起債の方法、利率、償還の方法については、

補正前と同じであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

  １番、水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） １点、お伺いいたします。１１ページ、歳出、２款総務費、６目企画

費、１２節委託料の中の地域おこし協力隊採用支援業務委託料についてお伺いいたします。 

  こちらの委託料は新たに予算措置をされたものと伺っております。地域おこし協力隊の採

用ということで、どのような背景、経緯があって今回計上されたものなのか、御説明いただ

ければと思います。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 地域おこし協力隊採用支援業務委託料の質問についてお答

えさせていただきます。 

  こちらにつきましては、議員おっしゃったとおり、新たに計上したものでございます。こ

ちらのおこし協力隊につきましては昨年度来、仕事と学び複合施設、いわゆる「イコウェル

すみた」のほうの地域プロジェクトマネジャーと地域おこし協力隊の採用を図ってきたとこ

ろでございます。地域プロジェクトマネジャーにつきましては５月１日から着任していただ

き、現在、勤務していただいてるものでございますが、地域おこし協力隊につきましては、

まだ決まっていない現状でございます。 

  ５月３０日に、「イコウェルすみた」はオープンいたしまして、土日も開館しております。

月曜日が休館という形で行っておりますが、現在は職員もプロジェクトマネジャーが休暇を

取る際には、職員が対応してるような現状でもございます。よって、いち早く地域おこし協

力隊を採用をして、シフトを組みながら運営に当たっていただきたいということから、我々

もいろいろ努力はしてるところですけども、スキルを持った事業体のほうも協力を仰いで、

一緒になっておこし協力隊の採用に努めていきたいということで、今回予算を計上させてい
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ただいたものでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 今回この採用に当たっての委託料を民間の事業者へ委託するというお

話であります。主なところで、「イコウェルすみた」の地域おこし協力隊というお話であり

ますが、本町におきましては、看護分野ですとか、観光分野でも募集のほうをしていたかと

認識をしております。そういった「イコウェルすみた」以外の地域おこし協力隊の採用に関

しても適用されるような取組となるものか、確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 今回、計上させていただいた部分におきましては、「イコ

ウェルすみた」の地域おこし協力隊採用支援のみの委託ということで計上させていただいて

おります。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 看護分野、観光分野もしばらく募集が続いているというような状況だ

ったかと認識をしております。そういった分野の地域おこし協力隊の採用に関して、今後ど

のように町として取組を展開していくのか、現在のお考えを伺って、最後の質問とさせてい

ただきたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 看護分野での地域おこし協力隊の募集の状況というところで

すが、ここ数年募集しているところでございますが、募集には至らないところであります。

募集につきましては、関係機関、県立大学であるとか岩手医科大学であるとか、そういうと

ころの県内の関係機関を訪問いたしまして、こういう制度がありますので募集をお願いしま

すというような形で協力依頼もしておりますし、今後につきましては、またホームページ等

で周知を図りながら募集をしていきたいというふうに考えているところです。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ２番、荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） ３点、伺います。 

  １点目は、今、１番議員が質問をいたしました地域おこし協力隊のところです。もう一度
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確認したいんですが、この委託というのはどこに委託をするのか。もう一度、外部のあれな

のか、それともイコウェルの地域プロジェクトマネジャーに委託するのか。その辺について、

もう一度、伺いたいと思います。 

  それから２点目。２点目は１２ページの７款商工費、１項商工費、２目商工振興費の委託

料、１２節委託料の「使って応援住田チケット２０２３」について伺います。一般質問でも

出ましたけれども、いつから、また１人幾らまでで、利用店舗等はどういうことになってい

て、今までの「すみチケ」とどのようなところが違うのか。その他詳細について説明を求め

たいと思います。 

  それから３点目。３点目は１４ページ、１０款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総

務費の１８節負担金、補助及び交付金の大船渡・住田定住自立圏域スポーツ合宿支援補助金

について伺います。これは大船渡と住田のいろいろなスポーツ合宿みたいなことの内容で、

補助金が１人幾らというふうに出るというようなことのようですが、これについても新しい

ものなので、内容、詳細について伺いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 私のほうからは１項目め、地域おこし協力隊採用支援業務

委託料の委託先についてお答えいたします。 

  こちらにつきましては、職員採用支援業務を行っている民間事業体のほうに委託しようと

考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（菊田賢一君） 私のほうからは「使って応援住田チケット２０２３」について報

告いたします。 

  いつからということでございますが、現在、商工会さん等と内容については詰めているよ

うなところでございます。これまでの経過を踏まえまして、商工業者等からも意見を聞きな

がら、より効果的な部分で実施しようとしている部分でございます。商品券の印刷等々もあ

りますので、大体８月、お盆過ぎから使えるような目標として、今、話合いをしているとこ

ろでございます。 

  また、金額につきましては、予算が昨年実施からの約３分の１ぐらいの財源で活用という

ことになりますので、プレミアム率の変更ですとか、発行枚数の変更ですとか、そういった
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部分をより検討しながら進めていきたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） スポーツ合宿支援補助金につきましてお答えを申し上げます。 

  この補助金につきましては、スポーツ合宿を誘致することによりまして交流人口の拡大を

図ることを目的としております。具体的な補助金の額でございますけれども、町内の宿泊施

設にお泊まりいただいた場合に、１人につき２，０００円の補助を交付するものでございま

す。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） では、１点目について伺います。 

  民間へ、外部へ委託するということですが、今までもいろいろ採用については努力をされ

てきたと思いますが、この人材難の御時世ですので、民間というのも当然あり得ると思うん

ですが、無償でサービスを受けられるというか、例えば県のいろいろな機関とか、いろいろ

そういうところとのつながりをつけながら努力されたり、また役場内でいろいろとやったり、

そういう何ていうんですかね、こういう側面での自助共助というか、そういうものも必要な

んではないかなと。すぐ、何ていうんですかね、外部へ委託してしまうということについて、

ちょっとそれだけではなく、やっていただいたほうがいいんでないかなというふうに思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 御質問にお答えいたします。 

  先ほども御説明しましたとおり、地域おこし協力隊の採用につきましては、昨年度の７月

ぐらいからプロジェクトマネジャーとともに募集をしてきているところでございます。それ

で委託ということでありますけども、特段、委託すれば採用に至るということではなくて、

あくまで採用支援ということで一緒になって働いていただく、動いていただくということに

なってございます。そのほかにも、議員おっしゃるとおり、岩手県のふるさと回帰支援セン

ターですとか、そちらのほうに対しましても、岩手県を通じましてチラシの配架をお願いし

たりした経緯はございますし、そのほかでも、職員自らサイトのほうに情報を掲載して募集

もしているところでございます。例えば「ＳＭＯＵＴ」（スマウト）という移住スカウトサ

ービス、民間法人がやっているサイトですが、そちらのほうに情報を掲載しましたり、それ
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から「ＪＯＩＮ」（ジョイン）という一般社団法人移住交流推進機構が行っているサイトの

ほうに情報を掲載をして、募集を広く周知しておる経緯もございますし、そのほかにも独自

の努力といたしまして、宮城県富谷市のＮＰＯのほうと情報交換をさせていただきまして、

住田町でこういった方をちょっと募集しているんですがという意見交換をさせていただいた

ところ、結果として採用までには至りませんでしたが、２名の方を御推薦いただいたという

経緯もございますので、民間事業体に頼るばかりではなくて、我々も日々努力をしていると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） その答弁を伺いまして、心強い気持ちになりました。 

  それから２点目については、これからいろいろと検討されるということなので、３点目に

ついて伺いたいと思います。 

  住田町で補助を出すということなんですが、金額的なこともお伺いたいと思いますし、そ

れから、これは定住自立圏のことですので、何ていうんですか、利用方向性というか、そう

いうものがあるように伺っています。それからあと、３月に出てきたお話ということなんで

すが、いつぐらいの時点で、どのような経緯で話合いが行われ、こういうようなことが、大

船渡と間でこれから決めることなんですけども、話し合われてきたのかということについて

伺いたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） それでは、お答えいたします。 

  このスポーツ合宿の補助金につきましては、例えば住田町の運動公園の野球場を使って練

習をして大船渡に泊まる場合、それから、大船渡の体育館を使って住田町の宿泊施設に泊ま

る場合というふうなことを想定しております。それから３月に大船渡市さんのほうと住田町

のほうで協議をして、その後、随時事務局レベルで意見交換をし、６月の議会に提出するべ

く５月頃に起案をし、決裁をいただいたところでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） この大船渡・住田定住自立圏域スポーツ合宿支援ということなんです

けども、支援補助金ということなんですが、これ私が思いますに、３月議会で町長が示され

た、演説の中で示されていた組織横断的な取組というか、スポーツや文化、観光、それから
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企画か何かも加わってということでの組織横断的な取組や広域的な取組、これが早速、実現

に向かうものだというふうに捉えておりますが、そのことについての御所見、今後の見通し

などを伺いたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） お答えいたします。 

  もちろんこの事案に関しましては、教育委員会だけではなく商工観光、それから企画財政

課のほうとも協議し、横断的に取り組んだ事業でございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） ２点、お伺いします。 

  １１ページ、今、２番議員からもありましたが、地域おこし協力隊の採用支援業務につい

て、まずお伺いいたします。以前からこの協力隊の募集をホームページ上とか、いろいろし

ているということは、みんな大変な苦労をされてるということは理解をしておりますが、前

にも提案をさせていただきました。地域おこし協力隊というのは、都市圏からの方が採用す

るというその縛りがあります。これだけにこだわっていると、なかなか来ていただける方も

限られてるということで、都市圏じゃなくて、そこを外した形で、私は国の補助が３００万

円、４００万円ほど年間１人当たりあるということで、この協力隊を採用ということになっ

てると思うんですが、町単でもいいですから、もうやらなければいけないと思います。それ

はなぜかというと、観光、イコウェルですね。特にも。ナースプロジェクト、農をつなぐプ

ロジェクトもありますが、例えば、観光についていえば、これから滝観洞の新しい受付棟が

できますよね。これらも含めて、あるいは例えば今、観光協会の体制というのが１人でやっ

ていて、万が一、この方がインフルエンザとかかかってなった場合に、夏祭りも実施できな

くなるというふうな、そういう危惧も私、持っているんですね。まずそういうところ。それ

からイコウェルに当たりましては、地域プロジェクトの方は、この方はもう営業で回らなけ

ればならない人ですよね。ぜひ、ですから、地域おこし協力隊というふうにこだわらないで

採用をしていくというのも一つの方法ではないかと思います。 

  ２点目です。１２ページの４款衛生費の１目保健衛生総務費の在宅医療等の在り方に関す

る検討会ということで予算が計上されました。在宅医療につきましては、気仙で初めて医療

的ケア児の在宅レスパイト事業と、実際に実施をしていただきまして大変ありがたく思って
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いるわけですが、この検討する内容というのはどういうものか。２点、お尋ねいたします。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 私のほうからは１項目め、地域おこし協力隊採用支援業務

委託料の関係の御質問についてお答えさせていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、都市圏地域おこし協力隊につきましては、都市住民採用というこ

とになってございますが、その応募された方がその住居要件だけで採用できないというのは、

私ももったいないものだと思っております。応募してきた方のスキルがそれなりにあって、

やはりこちらとしても採用したいということであれば、委員おっしゃったとおり、地域おこ

し協力隊の枠を超えるという部分を検討するべきかなというふうには考えているところでご

ざいます。 

  よって今後、その業務を委託して進めていく中でも、そういった住所要件等は表示しない

ような形で募集行為を行っていくということも一つの案かとは思いますので、そういったと

ころを検討しながら、委託とその採用に向けて取り組んでまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 在宅医療等の在り方に関する検討会の具体的な検討の内容に

ついてという御質問でございますけれども、医療資源が少ない本町において、在宅で最期を

迎えたいなどの御希望をかなえるために、医師が往診しやすい環境の構築であるとか、医師

を取り巻く看護師などへのタスクシフト、遠隔医療などデジタル技術を活用した医療の在り

方、それから関係者の情報共有の在り方などについて検討する予定としております。 

○議長（瀧本正德君） 村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） 地域おこし協力隊につきましては、スキルを持った方、住所要件を外

して、枠を超えて採用も検討したいということで、その方向でぜひ早期に採用されることを

期待をいたします。 

  ２点目のほうの在宅医療、今まではどちらかというと施設を重視をしていたかと思います。

流れ的には施設から在宅医療へというふうに変わってきているのかなというふうに思います。

特にもうそのデジタル時代には遠隔診療、オンライン診療等も今後、具体的に考えていかな

ければいけないと思いますので、北上市の例であるとか、長野県の伊那市の例がありますが、

どのようにこの遠隔医療について捉えているのかお聞きいたします。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長。 
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○保健福祉課長（千葉英彦君） 遠隔医療についてお答えします。 

  遠隔医療につきましては、まず医師の皆さんが遠隔医療できるような研修を受けていただ

く、そして体制を整えていただくというようなことが、まず第一に必要なものであります。

北上市でやっている車に看護師さんが乗って、その中に患者さんが向かうというような方法

もあろうかと思います。なかなか本町のように、広範囲で家屋が点在しているところである

と、例えば寝たきりの人はどうやって遠隔医療を受ければいいのかとか様々な課題がありま

すので、そういう課題を出して整理しながら、町としてどう対応していけばいいのかという

ものをこの検討会の中でも進めていきたいというふうに考えているものです。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第２号）を採決します。 

  議案第４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第４号 令和５年度住田町一般会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 議案第５号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１０、議案第５号 滝観洞観光センター受付棟新築工事の請負

契約の締結に関し議決を求めることについてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 
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  農政課長。 

○農政課長（菊田賢一君） 議案第５号 滝観洞観光センター受付棟新築工事の請負契約の締

結に関し議決を求めることについて、提案理由を御説明いたします。 

  この工事は滝観洞周辺の魅力的な環境づくりを通じて持続的な観光振興を実現することを

目的とし、老朽化した滝観洞観光センター受付棟を新たに整備しようとするものでございま

す。 

  工事概要でありますが、建物の延べ床面積は１５５．０２平米で、木造２階建てでありま

す。３ページ目以降に図面を添付してございます。図面１枚目は１階部分であります。物販

スペースとして３０．１７平米、多目的・女子・男子トイレとして２４．７５平米、トイ

レ・ヘルメット用倉庫を含めた職員スペースとして１１．３８平米、倉庫として６．６２平

米、エレベータースペースとして５．１７平米、エントランスの自動販売機及びロッカー部

分は２．２７平米となっております。 

  続いて、４ページ目です。トイレ・収納手洗い部分を含めた食堂スペースとして４５．５

４平米、食品庫を含めた調理室は１８．０１平米、エレベータースペースは５．１７平米、

蕎麦テラスは５．１９平米となっております。 

  続いて、５ページ目には北側立面図を、６ページ目には南側立面図を、７ページ目では断

面図をそれぞれ添付しております。 

  この工事の入札は指名競争入札方式で、５月２４日に行い、その結果、住田住宅産業株式

会社が、消費税抜き金額１億１，２００万円で落札となりました。仮契約の月日は令和５年

５月２９日、契約金額は１億２，３２０万円であります。工事期間は、議会議決日の翌日か

ら令和６年３月２５日を予定しております。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ８番、林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） １点だけ。落札率は何％ですか。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 現在、詳細な数字をお持ちしておりませんので、後から御

回答させていただきたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 
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  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） この滝観洞観光センターの受付棟新築工事というのは、今まであった

滝観洞観光センターの食事をする食堂の部分も入っているということで、そうしますと、古

いほうになる、その滝観洞観光センターですね、現在の。これ築５０年も経過をしようとし

ているところですが、今後のその仕様という計画とか、あるいは耐震とかそういう診断はさ

れているのか、お尋ねいたします。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（菊田賢一君） 古いほうの観光センターの用途でございます。議員、御質問のと

おり、５０年以上が経過した建物でございます。耐震等の検査は行っていないところでござ

います。 

  今後の活用につきましては、この受付棟の新築工事に当たりまして、令和２年度に滝観洞

再開発基本設計業務委託料ということで、周辺整備等々の検討会を、ワークショップ等を通

じながら検討をしまして、今回の受付棟の新築工事というふうな形になっております。 

  今年度につきましても周辺整備の策定業務を委託しておりますので、その中の一部にこの

旧観光センターも含めた形での利活用について協議をしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） はい、分かりました。観光センターは解体するにしてもなかなか金額

もかかるというふうに理解もしておりますので、周辺整備の利活用の中で、ぜひこれらも検

討していただければと思います。 

  それで、新しいこの受付棟は非常にデザイン的にも優れたものになっていると私は思いま

すが、この町の新しいランドマークタワー的な建築物になるというふうに捉えております。

例えばＪＲの列車から乗客の方が見た場合には、すばらしい建物ができたんだなと、そうい

うふうな見方もやっぱり考慮に入れるべきだというふうに思いますが、その建物のサイン的

なものに工夫がなされているのか。そのＪＲのほうの列車からとか見た場合の。お尋ねいた

します。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（菊田賢一君） ランドマーク的な要素ということでございますが、この受付棟を

整備するに当たり、先ほど来、申し上げましたが、その基本設計に係る業務委託ということ

でワークショップを繰り返しながら策定に当たったわけですが、中には屋根に滝観洞と付し
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たほうがいいんじゃないかとか、そういった御意見もあったようでございますが、基本的な

コンセプトとしては、自然との調和を意識した建物というふうな形になってございますので、

前面には焼き杉の板を使用したりですとか、そういった部分でシックな形での建物になって

いるのかなと考えております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかに、ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで、質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第５号 滝観洞観光センター受付棟新築工事の請負契約の締結に関し議決

を求めることについてを採決します。 

  議案第５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第５号 滝観洞観光センター受付棟新築工事の請負契約の締結に関し議

決を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 議案第６号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１１、議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることについ

てを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、山田 研君。 

○総務課長（山田 研） 議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることについて、提案理
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由の説明をいたします。 

  今回の財産取得の目的は、住田町消防団第５分団第３部坂本の小型動力ポンプ積載車を更

新しようとするものでございます。 

  第５分団第３部は平成１０年２月に小型動力ポンプ積載車を配備しておりましたが、配備

から２５年が経過し、車両の老朽化等が進んでございます。そのため、最新の機能を装備し

た車両に更新をし、地域の消防・防災力の充実強化、団員の士気の高揚を図るものでありま

す。 

  取得する財産は小型動力ポンプ積載車１台で、取得予定価格は１，１６６万円であります。

取得の方法は買入れ。相手方は、県内の消防車両の取扱業者７社による入札を行った結果、

岩手県一関市山目字中野３４番地２、株式会社古川ポンプ製作所一関支店支店長 千葉幸哉

氏であります。なお、納入期限は令和６年１月３１日であります。 

  財産の取得につきましては、予定価格７００万円以上のものは地方自治法及び条例により

議会の議決が必要となるもので、今回、取得しようとする財産はその要件に該当することか

ら、議会の議決を求めるものでございます。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることについてを採決します。 

  議案第６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることについては、原案のとおり
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可決されました。 

  皆さんにお伺いしますが、時間になりましたけれども、議案審議を続けてよろしいでしょ

うか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（瀧本正德君） それでは、議案審議を続けさせていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 議案第７号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１２、議案第７号 財産の取得に関し議決を求めることについ

てを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） 議案第７号 財産の取得に関し議決を求めることについて、提案

理由を説明いたします。 

  今回の財産の取得する目的は、令和６年４月の開校を予定しております統合中学校におい

て、有住方面から通学する生徒の通学用スクールバスを購入し、安全安心な通学を図ろうと

するものであります。 

  取得する財産は２６人乗り通学用スクールバス２台。取得予定価格は、２台合計で１，６

９６万２，９６０円であります。取得方法は買入れ。相手方は、岩手県大船渡市大船渡町大

字下船戸１１番地１１、岩手日野自動車株式会社大船渡営業所所長 伊藤睦義であります。

納入期限は令和５年１２月２２日を予定しております。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第７号 財産の取得に関し議決を求めることについてを採決します。 

  議案第７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第７号 財産の取得に関し議決を求めることについては、原案のとおり

可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１３ 議案第８号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１３、議案第８号 町営住宅建物明渡し及び町営住宅使用料相

当損害金の支払いを求める訴えの提起に関し議決を求めることについてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（神田謙一君） 議案第８号 町営住宅建物明渡し及び町営住宅使用料相当損害金の支

払いを求める訴えの提起に関し議決を求めることについて、提案理由を御説明いたします。 

  相手方は、現在、住田町に住所のある吉田 牧氏と、京都府京都市に住所のある吉田 貢

氏であります。訴えの要旨については、町営住宅の入居名義人であった相手方の父が、令和

３年５月２日に亡くなりましたが、当時、父と同居していた者はおらず、当該住宅の使用権

は消滅しているものであります。しかし、当該住宅内には入居名義人が搬入した物品が残置

されており、これらの所有権は法定相続人である相手方に相続されているため、相手方が権

限なく、当該住宅を占有している状態にあります。そこで、当町は相手方に対し、明渡しの

期日を定め、任意の明渡しを求めたものでありますが、これに応じなかったものであります。 

  これらのことから、当町は相手方に対し、町営住宅建物の明渡し並びに町営住宅使用料相

当損害金及びこれらに要した訴訟費用の支払いを求めるものであります。 

  訴訟遂行の方針については、一つ目として、第一審判決の結果、必要がある場合には上訴

すること。二つ目として、勝訴判決を得た場合で、被告が任意に明渡しを履行しない場合は
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強制執行を行うものとするものであります。 

  以上、地方自治法第９６条、第１項、第１２号の規定により議会の議決を求めるものであ

ります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第８号 町営住宅建物明渡し及び町営住宅使用料相当損害金の支払いを求

める訴えの提起に関し議決を求めることについてを採決します。 

  議案第８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第８号 町営住宅建物明渡し及び町営住宅使用料相当損害金の支払いを

求める訴えの提起に関し議決を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

  ここで、暫時休憩します。 

 

休憩 午後０時０８分 

 

再開 午後０時１０分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  ここで企画財政課長より、先ほどの８番、林﨑幸正君の質問に対し、保留した答弁の申出

がありますので、これを許します。 
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  企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木淳一君） 先ほど林﨑議員から御質問のありました滝観洞観光センタ

ー受付棟新築工事の入札に係る落札率に関しまして、お答えをいたします。 

  落札率につきましては９８．３３％でした。 

  以上です。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１４～日程第２１ 議案第９号～議案第１６号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１４、議案第９号から日程２１、議案第１６号の住田町農業委

員会委員の任命に関し同意を求めることについてを一括議題とします。 

  職員に議案の朗読をさせます。 

〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 提案者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（神田謙一君） 議案第９号から第１６号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を

求めることについて、一括して御説明をいたします。 

  提案いたしますのは、令和５年７月１９日で任期満了となります住田町農業委員会の委員

の任命でございます。まず、議案第９号は松田秀樹氏でございます。松田氏につきましては、

上有住字中井にお住まいになられ、現在、７１歳でございます。住田町農協に勤められた後、

農業に従事され、現在も認定農業者として御活躍されております。また、両向ピア・ファー

ム、大船渡市農協においては幹事の職に当たられているとともに、平成２６年からは農業委

員、平成２９年からは農業委員会会長を務めていただいております。 

  次に、議案第１０号は村上秀夫氏でございます。村上氏につきましては、世田米字窪田に

お住まいになられ、現在、７０歳でございます。若くから農業に従事され、現在も認定農業

者として御活躍されております。また、下在下農林業振興会会長、下在水稲栽培組合長など

地域の要職を務めておられ、令和２年からは農業委員を務めていただいております。 

  次に、議案第１１号は及川良一氏でございます。及川氏につきましては、上有住字小松に

お住まいになられ、現在、７１歳でございます。天嶽地区農林業振興会役員等の要職を務め

られ、平成２６年からは農業委員、平成２９年からは農地利用最適化推進委員を歴任され、
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現在も農業委員を務めていただいております。 

  次に、議案第１２号は紺野幸男氏でございます。紺野氏につきましては、世田米字天風に

お住まいになられ、現在、７３歳でございます。若くから農業に従事され、現在も認定農業

者として御活躍をされております。また、転作推進委員を長年務めていただいておりますと

ともに、平成２９年からは農業委員を務めていただいております。 

  次に、議案第１３号は及川恵美子氏でございます。及川氏につきましては、上有住字八日

町にお住まいになられ、現在５２歳でございます。自営であります及川商店で経理等に従事

されており、また住田町商工会女性部員として商工業の振興に御尽力されております。農業

委員会等に関する法律では、第８条、第６項で、委員の任命に当たっては、農業委員会の所

掌に属する事項に関し、利害関係を有しない者が含まれるようにしなければならない。同条

第７項で、委員の任命に当たっては、委員の年齢、性別等に著しい偏りが生じないように配

慮しなければならないと規定されております。及川氏につきましては、平成２９年から農業

委員を務めていただいておりますが、引き続き、利害にとらわれず、また女性としての立場

から、農業委員会の運営に御意見をいただけるものと期待しているところでございます。 

  次に、議案第１４号は吉田正平氏でございます。吉田氏につきましては、下有住字新切に

お住まいになられ、現在６５歳でございます。若くから農業に従事され、現在も認定農業者

として御活躍されております。また、岩手県山林種苗協同組合副理事長や気仙地方森林組合

理事の職に当たられているとともに、令和２年からは農業委員を務めていただいております。 

  次に、議案第１５号は菅野良一氏でございます。菅野氏につきましては、世田米字上城に

お住まいになられ、現在７３歳でございます。若くから農業に従事され、平成９年から平成

２６年までは認定農業者として御活躍をいただいたところであります。引き続き先駆的な農

業経営に取り組まれる傍らで、平成２６年から農業委員も務めていただいております。 

  次に、議案第１６号は多田まり子氏でございます。多田氏につきましては、世田米字清水

沢にお住まいになられ、現在６９歳でございます。大船渡市社会福祉協議会に勤められた後、

平成２９年から農業委員を務めていただいており、令和３年２月からは県内の女性農業委員

等で組織する岩手県農業委員ポラーノの会の理事を務めていただいております。また引き続

き女性としての立場から農業委員会の運営に御意見をいただけるものと期待しているところ

でございます。 

  以上、御提案申し上げましたが、いずれも地域農業事情に精通し、また地域の農業者から

信頼も厚く、住田町農業委員会の委員として適任でございますので、議員各位の同意を賜り
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ますようお願いをするものでございます。 

  以上、提案いたします。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第９号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについてを

採決します。 

  議案第９号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第９号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

は、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１０号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１０号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１０号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ

ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１１号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１１号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 
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○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１１号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ

ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１２号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１２号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１２号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ

ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１３号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１３号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１３号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ

ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１４号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１４号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１４号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ

ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１５号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１５号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１５号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ
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ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  これから、議案第１６号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

を採決します。 

  議案第１６号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１６号 住田町農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについ

ては、原案のとおり同意することに決定しました。 

  ここで暫時休憩します。 

 

休憩 午後０時２９分 

 

再開 午後０時３０分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

   

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２２ 議案第１７号 

○議長（瀧本正德君） 日程第２２、議案第１７号 住田町固定資産評価審査委員会委員の選

任に関し同意を求めることについてを議題とします。 

  職員に議案を朗読させます。 

〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 提案者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（神田謙一君） 議案第１７号 住田町固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意

を求めることについて御説明をいたします。 

  金野 孝氏は現在６６歳でございます。東北測量専門学校を卒業後、大船渡市の株式会社

菊池技研コンサルタントで測量設計業務に従事され、これを退職の後、平成３年７月から平

成３０年３月まで住田町役場に勤務されました。氏は２６年の長きにわたる役場職員として



－119－ 

の経験から、地域の土地や家屋及び町内事情にも精通しております。また、住田町防犯協会

連合会の防犯隊員や民生委員、住田町厚生委員として長く地域に貢献していただいておりま

す。平成３０年９月に同委員に任命いたしました。これまで２期務めていただいております。 

  これらの経験から地域に対して広い視野があり、住民からの信頼も厚い方であることから、

委員として適任でありますので、同意を求めるものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１７号 住田町固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求める

ことについてを採決します。 

  議案第１７号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１７号 住田町固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求め

ることについては、原案のとおり同意することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２３ 請願審査報告 請願第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第２３、請願審査報告 請願第１号 マスクの着用による子ども

たちへの影響について情報の周知徹底を求める請願を議題とします。 

  総務教民常任委員長から審査報告書が提出されています。 
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  職員に朗読させます。 

〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 委員長の報告を求めます。 

  総務教民常任委員長、高橋 靖君。 

○総務教民常任委員長（高橋 靖君） 請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響

について情報の周知徹底を求める請願。 

  令和５年６月６日、第２８回住田町議会定例会において、当総務教民常任委員会に付託さ

れた請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹底を求める

請願について、審査の経過と結果を御報告いたします。 

  この請願については、令和５年６月７日に当委員会を開催し、委員過半数の出席の下、審

査を行いました。 

  請願者は、岩手県盛岡市高松４丁目１８番２３号、住田の子どもたちの未来を守る会、代

表佐々木公一氏であります。 

  紹介議員は、水野正勝議員であります。 

  請願の内容は、令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症の分類が５類に引き下げら

れたことを受け、マスクの着用は個人の判断に委ねるとの指針が出ているが、長期にわたる

マスクの着用により、子どもたちは自分の判断でマスク着用の有無を決定できない心理状態

に置かれていると考えることから、マスク着用について適切な判断をするために、丁寧な情

報の周知を行うよう請願するというものであります。 

  委員からは、現在、新型コロナウイルス感染症が５類に移行しており、マスクについては、

県より教育保育現場等において着用を求めない旨の通知がされ、各学校や保育園を通じて既

にその旨が保護者に当てて通知されていること、また、５類に移行した今、様々な部分でコ

ロナ前の生活に戻りつつあり、多くの子どもたちが学校、保育園、学童などでマスクのない

生活を始めていることが見受けられる。 

  また、マスクの着用は新型コロナ感染症に限らず多様であり、個人の判断によるなどの意

見が出されたことから、当委員会の審査結果を不採択にすべきものと決定したところです。 

  以上、本委員会の審査について御報告申し上げましたが、委員会の意図するところを御理

解いただき、各議員の賛同を賜りますようお願い申し上げ、委員長報告といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に賛成者の発言を許します。 

  １番、水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） １番、水野正勝であります。 

  請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹底を求める請

願の採決に当たり、本請願を採択すべきとの考えから賛成の立場で討論を行います。 

  本請願につきましては、岩手県議会２月定例会におきまして、全会一致で議決。盛岡市議

会３月定例会におきまして、賛成多数で議決されたものと同様の請願事項とのことでありま

す。 

  議員各位の御理解、御賛同を賜りますようお願いを申し上げ、賛成の討論といたします。 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで討論を終わります。 

  これから、請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹底

を求める請願を採決します。 

  この請願に対する委員長の報告は不採択です。 

  請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹底を求める請

願を採択することに賛成の方は起立願います。 

〔起立少数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立少数であります。 

  したがって、請願第１号 マスクの着用による子どもたちへの影響について情報の周知徹

底を求める請願は、不採択とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第２４ 議員派遣の件 

○議長（瀧本正德君） 日程第２４、議員派遣の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  議員派遣については、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２０条の規定によ

り、あらかじめお手元に配付いたしました議員派遣一覧表のとおり、派遣したいと思います。 

  御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（瀧本正德君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議員派遣の件については、お手元に配付しました議員派遣一覧表のとおり、

決定しました。 

  お諮りします。 

  ただいま議決した議員派遣の件について、諸般の事情により変更する場合には、議長に一

任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（瀧本正德君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件について、議員派遣に変更があった場合は、議長に一任いただくことに決定

しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（瀧本正德君） これで本日の日程は全部終了しました。 

  第２８回住田町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午後０時４２分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

            議     長 

 

 

            署 名 議 員 

 

 

            署 名 議 員 
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